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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月10日(2013.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々を識別可能な複数種類の識別情報の可変表示を行う可変表示装置に特定表示結果が
導出表示されたときに遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御する遊技機であって、
　識別情報の可変表示の表示結果が導出表示されるよりも前に、前記特定遊技状態に制御
するか否かを決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定結果にもとづいて前記可変表示装置による可変表示を行う可変
表示実行手段と、
　前記可変表示実行手段により前記特定表示結果が導出表示されたときに、前記特定遊技
状態に制御する特定遊技状態制御手段と、
　前記特定遊技状態が終了するときに所定期間にわたって該特定遊技状態の終了を報知す
る終了報知手段と、
　遊技者による指示入力を検出する入力検出手段と、
　遊技者の指示入力を促す第１促進演出を実行した後に、指示入力の検出により第１演出
実行条件が成立したことにもとづいて、所定の第１演出を実行する一方、遊技者の指示入
力を促す第２促進演出を実行した後に、指示入力の検出により第２演出実行条件が成立し
たことにもとづいて、所定の第２演出を実行する演出実行手段と、
　前記第１促進演出と前記第２促進演出の双方を実行することが決定されたときに、所定
の優先順位に従って、前記第１演出実行条件と前記第２演出実行条件のうちいずれか一方
を成立可能に設定する実行条件設定手段とを備え、
　前記可変表示実行手段は、前記特定遊技状態が終了するときに、第１終了報知期間と、
当該第１終了報知期間よりも短い第２終了報知期間とのうちから設定されたいずれかの終
了報知期間が終了した後に可変表示を行い、
　前記終了報知手段は、前記第１終了報知期間が設定されたときには当該第１終了報知期
間に対応する報知実行時間が経過するまで前記特定遊技状態の終了を報知する一方、前記
第２終了報知期間が設定されたときには、当該第２終了報知期間および当該第２終了報知
期間が終了してから前記可変表示実行手段により可変表示が行われる特別期間に対応して
前記報知実行時間が経過するまで前記特定遊技状態の終了を報知し、
　前記可変表示実行手段は、前記第２終了報知期間が終了した後の前記特別期間中に可変
表示を行うときには遊技者が視認不可能または視認困難な態様で可変表示を行い、
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　前記特別期間中に開始された可変表示にもとづいて前記特定遊技状態に制御されるとき
には、前記終了報知手段による報知の終了後に前記特定遊技状態に制御されることを報知
する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　（１）上記目的を達成するため、本願発明に係る遊技機は、各々を識別可能な複数種類
の識別情報（例えば、特別図柄）の可変表示を行う可変表示装置（例えば、特別図柄表示
器８ａ，８ｂ）に特定表示結果（例えば、大当り図柄）が導出表示されたときに遊技者に
とって有利な特定遊技状態（例えば、大当り遊技状態）に制御する遊技機であって、識別
情報の可変表示の表示結果が導出表示されるよりも前に、特定遊技状態に制御するか否か
を決定する事前決定手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０において、ス
テップＳ６１の処理を実行する部分）と、事前決定手段の決定結果にもとづいて可変表示
装置による可変表示を行う可変表示実行手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０において、ステップＳ３０３，Ｓ３０４の処理を実行する部分、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００において、ステップＳ８０２～Ｓ８０４の処理を実行する部分）と
、可変表示実行手段により特定表示結果が導出表示されたときに、特定遊技状態に制御す
る特定遊技状態制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０において、ス
テップＳ３０５～Ｓ３０７の処理を実行する部分）と、特定遊技状態が終了するときに所
定期間にわたって該特定遊技状態の終了を報知（例えば、大当り終了画面を表示）する終
了報知手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００において、ステップＳ８８
４の処理を実行する部分）と、遊技者による指示入力を検出する入力検出手段（例えば、
操作ボタン１２０）と、遊技者の指示入力を促す第１促進演出（例えば、ボタン保留表示
）を実行した後に、指示入力の検出により第１演出実行条件（例えば、操作ボタン１２０
の継続押圧２秒）が成立したことにもとづいて、所定の第１演出（例えば、ボタン保留表
示を特殊保留表示に変更）を実行する一方、遊技者の指示入力を促す第２促進演出（例え
ば、操作促進表示）を実行した後に、指示入力の検出により第２演出実行条件（例えば、
操作ボタン１２０の連打１０回）が成立したことにもとづいて、所定の第２演出（例えば
、操作促進表示を特殊表示に変更）を実行する演出実行手段（例えば、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００において、ステップＳ５６４の処理を実行する部分）と、第１促進
演出と第２促進演出の双方を実行することが決定されたときに、所定の優先順位に従って
、第１演出実行条件と第２演出実行条件のうちいずれか一方を成立可能に設定する実行条
件設定手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００において、ステップＳ５５
５，Ｓ５５６の処理を実行する部分）とを備え、可変表示実行手段は、特定遊技状態が終
了するときに、第１終了報知期間（例えば、大当り終了表示時間）と、当該第１終了報知
期間よりも短い第２終了報知期間（例えば、終了短縮時間）とのうちから設定されたいず
れかの終了報知期間が終了した後に可変表示を行い（例えば、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０において、ステップＳ１６３ＢまたはステップＳ１６３Ｄの処理にもとづい
てステップＳ１６５，Ｓ１７４，Ｓ３００～Ｓ３０４の処理を実行する部分）、終了報知
手段は、第１終了報知期間が設定されたときには当該第１終了報知期間に対応する報知実
行時間が経過するまで特定遊技状態の終了を報知する一方、第２終了報知期間が設定され
たときには、当該第２終了報知期間および当該第２終了報知期間が終了してから可変表示
実行手段により可変表示が行われる特別期間に対応して報知実行時間が経過するまで特定
遊技状態の終了を報知し（例えば、図６６，図６７，図６８に示すように、タイミングＴ
０３～タイミングＴ０４にて大当り終了画面を表示する）、可変表示実行手段は、第２終
了報知期間が終了した後の前記特別期間中に可変表示を行うときには遊技者が視認不可能
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または視認困難な態様で可変表示を行い（例えば、ステップＳ８８６Ｄの処理を実行する
部分）、特別期間中に開始された可変表示にもとづいて特定遊技状態に制御されるときに
は、終了報知手段による報知の終了後に特定遊技状態に制御されることを報知する（例え
ば、ステップＳ８８６Ｉの処理にもとづいてステップＳ８０５の処理を実行する部分）こ
とを特徴とする。そのような構成によれば、特定遊技状態の終了報知中にも、特定遊技状
態となることを遊技者に期待させることができる。
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